
三
、
三
池
争
議
の
収
拾

池
田
内
閣
最
初
の
試
練
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
泥
沼
の
中
に
め
い
り
こ
み
、
一
会
社
の
労
使
間
の
闘
争
の
域
を

超
え
て
大
き
い
政
治
問
題
と
な
っ
た
、
三
井
三
池
の
争
議
を
い
か
に
収
拾
す
る
か
に
あ
っ
た
。
池
田
新
首
相
は
こ

の
事
件
の
収
拾
に
異
常
な
意
欲
を
示
し
、
首
班
指
名
を
う
け
る
前
か
ら
、
す
で
に
石
田
博
英
君
を
労
相
に
起
用
す

る
肚
を
き
め
、
こ
の
収
拾
に
つ
い
て
、
昼
夜
を
間
わ
ず
、
同
君
と
密
接
な
事
前
連
絡
を
と
っ
て
い
た
。

新
内
閣
が
誕
生
し
た
翌
七
月
十
九
日
夜
、
石
田
労
相
は
中
労
委
に
対
し
、
職
権
斡
旋
の
要
請
を
行
な
っ
た
。
ピ

ケ
の
解
除
は
争
議
の
根
本
的
解
決
と
同
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
組
合
側
と
、
ピ
ケ
の
解
除
と
仮
処

分
の
執
行
を
前
提
と
し
な
い
限
り
斡
旋
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
す
る
会
社
側
の
対
立
は
、
容
易
に
解
け
合
う
に
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
労
委
は
、
翌
二
十
日
午
後
、
一
触
即
発
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め
、
(1)
向
う
一
週
間

労
使
の
主
張
を
改
め
て
聴
取
す
る
。
(2)
こ
の
申
入
れ
に
対
す
る
諾
否
の
回
答
は
本
日
午
後
六
時
と
す
る
。
(3)
こ

の
申
入
れ
受
諾
と
同
時
に
組
合
側
は
ピ
ケ
を
解
き
、
会
社
側
は
仮
処
分
の
申
請
を
取
下
げ
る
。
以
上
の
三
点
を
骨

子
と
す
る
異
例
の
申
入
れ
を
労
使
双
方
に
行
な
っ
た
。
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こ
の
申
入
れ
に
対
し
、
炭
労
側
は
同
夜
こ
れ
を
受
け
た
が
、
会
社
側
は
仮
処
分
の
申
請
取
下
げ
は
、
暴
力
に
屈

す
る
こ
と
に
な
る
と
同
時
に
、
こ
の
申
入
れ
の
受
諾
は
経
営
権
を
中
労
委
に
委
譲
す
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
を
憂

え
、
拒
否
の
態
度
を
決
め
た
。
そ
こ
で
石
田
労
相
は
、
人
命
尊
重
は
全
て
の
論
議
を
超
え
た
問
題
だ
と
の
観
点
か

ら
、
日
経
連
そ
の
他
財
界
首
脳
の
協
力
を
得
て
、
ね
ば
り
強
く
会
社
側
の
説
得
に
努
め
た
。

一
方
、
新
聞
界
、
学
界
等
の
勧
奨
や
世
論
の
圧
力
も
あ
っ
て
、
非
常
に
強
硬
で
あ
っ
た
会
社
側
（
特
に
関
東
軍

と
称
せ
ら
れ
た
現
地
側
）
も
、
よ
う
や
く
中
労
委
の
休
戦
勧
告
受
諾
の
方
向
に
傾
い
て
き
た
。
そ
し
て
二
十
六
日

の
午
前
零
時
三
十
分
、
会
社
側
は
中
労
委
に
対
し
、
指
名
解
雇
を
含
む
再
建
方
策
を
尊
重
し
た
斡
旋
を
要
望
し
て

そ
の
休
戦
勧
告
受
諾
の
意
思
を
伝
え
、
争
議
開
始
か
ら
百
八
十
三
日
目
に
、
力
に
よ
る
闘
争
か
ら
話
し
合
い
に
よ

る
解
決
へ
の
一
歩
を
事
実
上
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
中
労
委
は
、
こ
の
争
議
の
焦
点
で
あ
っ
た
(1)
指
名
解
雇
の
当
否
、
(2)
職
場
活
動
の
是
非
、
(3)
労
働
争

議
中
の
実
力
行
使
の
限
界
を
中
心
に
労
使
双
方
の
主
張
を
聴
取
検
討
し
て
い
た
が
、
八
月
十
日
午
後
五
時
七
分
、

東
京
芝
の
中
労
委
会
館
で
、
最
終
斡
旋
案
を
提
示
し
た
。
そ
の
骨
子
は
(1)
解
雇
問
題
の
収
拾
の
た
め
に
本
日
以
降

一
カ
月
の
整
理
期
間
を
お
く
、
(2)
そ
の
整
理
期
間
を
経
過
し
た
者
に
つ
い
て
は
指
名
解
雇
を
取
消
し
、
解
雇
該
当

者
は
こ
の
期
間
終
了
の
日
を
以
て
自
発
的
に
退
職
し
た
も
の
と
み
な
し
、
通
常
の
退
職
金
の
ほ
か
二
万
円
を
加
給

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
間
に
勇
退
し
た
者
に
は
五
万
円
を
加
給
す
る
、
(3)
指
名
解
雇
を
不
当
労
働
行
為
と
す
る
者

三池争議の収拾



は
、
裁
判
所
や
労
働
委
員
会
に
提
訴
ま
た
は
申
立
て
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
、
(4)
政
府
と
会
社
は
離
職
者
の
職

業
訓
練
、
就
職
斡
旋
等
に
よ
り
失
業
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る
、
(5)
労
使
の
代
表
に
よ
る
生
産
再
開
委
員
会

を
設
け
る
―
―
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
十
二
日
に
会
社
側
が
、
次
い
で
十
八
日
に
炭
労
側
も
、

し
ぶ
し
ぶ
こ
れ
を
受
諾
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
井
三
池
争
議
の
焦
点
は
、
生
産
再
開
問
題
に
移
る
こ
と
に
な
り
、

当
面
の
危
機
は
回
避
さ
れ
た
。
新
内
閣
の
初
仕
事
は
、
か
く
て
一
応
の
成
果
を
収
め
得
た
の
で
あ
る
。
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